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　2016年の年頭に当たり、
謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。
　平素は、当組合の事業運
営に際しまして、関係機関、
賛助会員の皆様には日頃よ

り多大なご理解、ご支援を賜り、厚く御礼を申
し上げます。
　組合員の皆様におかれましては、健やかな新
年をお迎えした事を心よりお慶び申し上げます。
　明るい話題として昨年のノーベル生理学・医
学賞を共同受賞した大村智・北里大特別栄誉教
授や物理学賞を受賞した梶田隆章東京大学宇宙
線研究所長・教授は、現地ストックホルムで講
演や会見に臨みました。
　その席で「1987年以降、アフリカで生まれた
子供は失明や体の変形の恐怖に直面しなくなっ
た。今回発見した新薬は間違いなく地球からの
すばらしいプレゼントです」という大村教授の
言葉が特に印象に残りました。
　梶田教授は、素粒子ニュートリノが質量を持
つことを発見し、新たな物理法則の構築を迫る
大きな成果を挙げたことが、受賞の対象になり、
長年の研究の成果が実り、日本人としても大変
誇りに思います。
　我が国経済はアベノミクスの政策もそれなり
の評価をされ景気の方もゆるやかな回復をして
おります。特に輸出型企業は円安の恩恵を受け、
自動車産業などは、通期の見通しが過去最高の
収益を上げられる事が新聞紙上を賑わせました。
　また、「アベノミクスは第 2ステージに入った」
として、アベノミクスの新しい「 3本の矢」を
打ち出しました。今回の第 1の矢は「希望を生
み出す強い経済」であり、具体的には2020年頃

に名目GDPを600兆円にすることを目標とし、
第 2の矢は「夢を紡ぐ子育て支援」とされ、こ
れによって希望出生率1.8％を2020年代初頭に
実現したいとしています。そして、第 3の矢は
「安心につながる社会保障」であり、2020年代
中頃には介護離職をゼロにするとの目標が掲げ
られております。こうした政策が実現し、国民
生活が豊かになり、変化を肌で実感できる事を
大いに期待しております。
　建設業を取り巻く環境は、復興需要や東京オ
リンピックに向けた受注の増加を追い風に、大
手ゼネコンが25年ぶりとなる、最高益を見込ん
でいるそうです。我々管工事業界もこの受注環
境の変化で経営的にも改善され、収益を上げて
いる企業も少なくありません。
　ただ、内部の事情は若年層の入職率が低く、
高齢化が進展し、技術者・技能者の人手不足が
深刻化しております。こうした悩みを抱え、次
世代の育成と技術や技能の継承などの問題を再
認識して、我々が取り組むべき課題であります。
　さて、当組合の事業を振り返ってみると保全
公社様や教育委員会様などの工事発注額も増え、
新年度の受注動向は順調に推移しており、この
状況を維持できれば、通期の業績見通しも立ち
ます。さらに来期もこのまま継続できることを
大いに期待している所であります。
　そして、平成28年度の横浜市予算編成に対し、
「水道局における災害協力事業者へのインセン
ティブ工事発注の更なる拡充について」自民党、
公明党、民主党の議員団の先生方へ要望を致し
ました。その席で質疑応答を活発に行い、有益
な時間になり、内容的にも先生方に十分ご理解
を頂けたと思います。
　それから、当組合へ石川県の白山市管工事協
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同組合から水道発祥の地の横浜の防災訓練を視
察したいと申し入れがあり、水道局に事情を話
し、了承をいただき、お引き受けいたしました。
その場所は、港北配水池にて水道局と応急給水
及び配水管修繕の合同訓練を実施し、地域住民
の方にも応急給水作業に参加していただきまし
た。この日 3月 1日はあいにくの冷たい雨でし
たが、白山市管工事協同組合の皆様は実施訓練
を熱心に見学されておりました。その後に、懇
親会を横浜東口のスカイビルで開催し双方で質
疑応答を行い、大変有意義な意見交換会となり
ました。
　さらに、11月には新潟市管工事業協同組合の
訪問があり、目的は福利厚生事業の視察研修で
ありましたので、当組合の総務委員会と活発な
意見交換を行い、その内容は、組合員とその家
族に対して提供する施策について話し合い、共
有するところなどの理解を頂けました。
　また、当組合と共通の悩み事は、新規組合員
の加入促進であり、新潟においては様々な検討
を行い、準組合員を迎い入れることで、持続的
な経営を考えているそうです。当組合でも組合
員の減少に伴い、対応策を常々考えております
が、これを契機に本格的な議論をする時期に来
ていると思います。
　この度の訪問で当組合の長い歴史の中で培っ
た、組合運営などにも大変興味を持って頂き、
横浜ブランドの誇りを改めて認識をしたところ
でございます。
　私ども組合の組織体制は18支部（300社）が
地域に密着し、お客様の要望に迅速に応え、市
民生活に欠かせない安全で安心して飲める「命
の水」を供給している横浜市水道局の指定工事
店として、役割と責務を果たしております。

　また、地震などの予期せぬ災害に備えた防災
訓練について、水道局と緊密な連携を図り、定
期的に意見交換会を行っております。こうした
協議を基に日程と場所を設定し、水道局、組合、
地域住民の方々にも参加して頂き、三位一体と
なって災害に備えた合同防災訓練を年に数回、
計画的に実施しております。
　青年部の皆様には水道局の西・保土ヶ谷で防
災訓練の日程が 1月17日に決定しました。日頃
より地域でのボランティア活動に積極的に関
わっている青年部の皆様には大変感謝しており
ます。この度の防災訓練は寒い中とは思います
が、ぜひご協力をお願い申し上げます。
　80周年記念実行委員会が 6月22日に神奈川新
聞社 4階の会議室において初会合を行いました。
組織として三分科会に分かれて責任者が全体的
な基本理念とこれからやるべき具体的な意見交
換を行いました。いよいよ来年の平成29年 2 月
11日に80周年記念行事、 9月15・16日に設備博
の日程も決まり、石田実行委員長を先頭に三分
科会の皆様のお力添えとご協力を頂きながら、
活動の輪を広げて成功に導いて頂きますようお
願い申し上げる次第です。
　今期は、役員改選期に当たり、総会まで残す
任期を理事、支部長の皆様方と共に、やるべき
課題を一緒に考え、任期満了まで組合事業運営
に臨んで参りますのでより一層のご協力の程、
お願い申し上げます。
　結びに、2016年の干支は丙申となります。申
年というのは、大変縁起が良い年です。昔から、
病が去る、病に勝るなどと言いましたが、仕事
においても勝ることができるように、本年が皆
様にとって実りの多い飛躍の年になります事を
心より祈念し、年頭のご挨拶とさせて頂きます。
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　あけましておめでとうご
ざいます。
　今年は「横浜市中期 4か
年計画2014～2017」の成功
の鍵を握る年です。計画の
ゴールとその先も見据え、

基盤となるまちづくり、あらゆる市民・企業の
皆様が力を発揮できる環境づくりに、全力を注
ぎます。
　横浜駅周辺は、西口の開発ビルに続き、鶴屋
地区の開発など、国際ビジネス拠点の形成に向
けて本格的に動き出します。都心臨海部をより
多くの人と企業が活躍できる舞台へと生まれ変
わらせ、郊外部では活気ある住宅地への再生を
進めます。2020年に向けて東京への一極集中が
加速する中にあっても、横浜ならではの魅力を
磨き上げてまいります。
　中小企業や商店街の皆様への支援はもちろん、
更なる企業誘致など多角的な活性化策を行いま
す。またがけ地対策や地震火災対策など、あら
ゆる災害への備えに万全を期すとともに、都市
基盤の整備と強化も着実に進めていきます。引
き続き、総合的な子育て支援、教育の環境と質

の充実、健康づくりも推進していきます。高齢
になっても、障害があっても、住み慣れた地域
で暮らせるよう、地域包括ケアシステムを構築
し、生活にお困りの方々もしっかりと支援しま
す。
　横浜市はこれまで、保育所待機児童対策、女
性の活躍支援、文化芸術創造都市施策などで先
駆的な取組を進め、その成果を内外の都市と共
有してきました。先を見据えたチャレンジ、最
前線での実践の積み重ねが成果を生み出し、横
浜市への信頼と期待を高め、新たなチャンスに
つながっています。
　今年は、文化芸術の祭典でもあるオリンピッ
ク・パラリンピックをも見据え、音楽フェスティ
バルで街に更なる賑わいと活力を生み出してい
きます。来年開催される「全国都市緑化よこは
まフェア」「第50回アジア開発銀行年次総会」
の開催準備もしっかりと進め、より多くのお客
様に訪れていただける街にしてまいります。横
浜に新たな価値と魅力を創り出していくため、
今年も皆様とともに取り組んでまいります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

横浜市長　　林　　文子
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　新年明けましておめでと
うございます。
　日頃から、本市水道事業
に対し、多大なご理解とご
協力をいただき、心よりお
礼申し上げます。

　昨年は、西谷浄水場が創設100年、小雀浄水
場も創設50年を迎え、横浜水道にとって節目の
年となりました。水道は市民生活を支えるライ
フラインであるとともに、地域の方々との大切
な共有資産です。浄水場やウォータープラザな
どの水道施設が、今後も末永く愛され親しまれ
る場であり続けるよう努めてまいります。
　そして今年、平成28年は、横浜市が山梨県道
志村の水源林を取得してから100年の記念の年
となります。また、かねてから検討を進めてき
た横浜水道の長期ビジョンと中期経営計画を定
め、新たなスタートとなる年です。引き続き、
370万市民の安全で安心な市民生活、経済・産
業など活力あふれる都市活動の源となり、横浜
の未来を支えていくことを目指して、将来をしっ
かり見通した事業運営に努めていかねばなりま
せん。
　現在、水道界では、給水量や料金収入の減少、
水道施設の老朽化に伴う更新や再構築、技術継
承や次世代の人材育成の問題など、多くの課題
を抱えています。これらの課題に立ち向かい、
横浜水道として求められる役割に全力で応える
ことで、水道を利用されるお客さまとの間に深
い信頼関係を築くことが何より大切です。
　そのためには、管工事協同組合の皆さまを始

めとした様々なパートナーとしっかり連携して、
より質の高いサービスを提供し、水道事業の発
展を推進していきたいと考えております。
　具体的には、災害に強い信頼のライフライン
として、大地震や風水害などに備え、管路や浄
水場などの水道施設の更新・耐震化を引き続き
着実に進めていきます。あわせて、地域の防災
対応力を高め災害発生時の飲料水を確保するた
め、「自助」としてのご家庭や企業での飲料水
備蓄や、「共助」としての地域の皆さまによる
災害時給水所での防災訓練について、積極的に
呼びかけて展開してまいります。
　これらの事業を着実に進め、24時間365日水
道水を安定供給することを実現し、将来に向け
災害に強い水道施設を構築していくためには、
お客さまと直接接する貴組合員の皆さまの日頃
からの取り組みがとても大切になります。
　また、時代は変わっても、水道界の中で近代
水道創設の歴史を持つ横浜水道の役割は大変に
大きく、他の事業体の模範となれるようにしっ
かりと技術やノウハウを継承していく必要があ
ります。今後もお客さまに満足いただける水道
サービスを提供していくため、皆さまと話し合
い、力を合わせ、様々な課題を解決していきた
いと思いますので、引き続き、貴組合のご理解
とご協力をお願い申し上げます。
　最後に、横浜市管工事協同組合と組合員の皆
さまのますますのご健勝とご発展を祈念いたし
まして、年頭のごあいさつとさせていただきま
す。

水道局長　　土井　一成

年頭のごあいさつ
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　平成28年の年頭にあたり、
謹んで新春のご挨拶を申し
上げます。
　昨年は、建築局所管の管
工事施工に際し、組合員の
方々の技術力をいかんなく

発揮していただき、大変感謝申し上げます。
　皆様のお力添えにより、小中学校の洋式化ト
イレ改修事業では、大幅な進展を見ることがで
きました。また、地域防災拠点指定校の体育館
トイレの洋式化も進めており、教育環境の整備
とともに、地域にお住まいの方々の安全・安心
の観点からも大きな貢献をいただきました。引
き続き、図書館や音楽室等の特別教室への空調
設備設置など、教育環境の充実に向け、皆様の
ご支援とご協力を是非ともお願い申し上げます。
　本年建築局では、「防災・減災」、「豊かな住
生活」、「環境・健康」の 3本の施策を柱に、「市

民の幸福度を高める」を基本目標において、多
角的な取組を進めてまいります。
　「防災・減災」では、建築物の耐震対策をは
じめ、狭あい道路の拡幅整備、がけ地対策等の
取組を強化してまいります。
　また、「住生活」では、入居者の高齢化や建
物の老朽化が急速に進むなかで、特に大規模団
地の再生や活性化に取り組んでいきます。
　さらに、「環境・健康」をテーマに、既存住
宅のエコリノベーションのほか、スマートウェ
ルネス住宅の普及啓発、公共建築物ESCO事業
や長寿命化対策事業など、市内建設関連産業の
活性化と両輪となった取組を強化していきます。
　新しい年を迎え、素晴らしい横浜の姿を目指
して、心を新たにしています。
　最後になりますが、皆様の益々のご健勝とご
発展を祈念いたしまして、年頭のご挨拶とさせ
ていただきます。

建築局長　　坂和　伸賢

年頭のごあいさつ
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　平成28年の組合新年賀詞交換会は、 1月13日
（水）午後 5 時より、新横浜グレイスホテルに
て行われました。組合員ならびに賛助会員の皆
様、そしてご来賓としてお越し頂きました当組
合顧問団の議員の方々、横浜市水道局、横浜市
建築局、（公財）横浜市建築保全公社の方々合
わせて170名の方にご参加頂きました。
　石田副理事長の開会の言葉に始まり、続いて
佐々木理事長より、「2016年の年頭に当たり、
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。平素は、
当組合の事業運営に際しまして、関係機関、賛
助会員の皆様には日頃より多大なご理解、ご支
援を賜り、厚く御礼を申し上げます。組合員の
皆様におかれましては、健やかな新年をお迎え
した事を心よりお慶び申し上げます。さて、当

組合の事業を振り返ってみると保全公社様や教
育委員会様などの工事発注額も増え、新年度の
受注動向は順調に推移しており、この状況を維
持できれば、通期の業績見通しも立ちます。ま
た、来年の平成29年 2 月11日に80周年記念行事、
9月15・16日に設備博の日程も決まり、石田実
行委員長を先頭に三分科会の皆様のお力添えと
ご協力を頂きながら、活動の輪を広げて成功に
導いて頂きますようお願い申し上げる次第です。
結びに、本年が皆様にとって実りの多い飛躍の
年になります事を心より祈念し、年頭のご挨拶
とさせて頂きます。」と新年の挨拶がありました。
　ご来賓を代表して当組合の顧問でもあられま
す梶村充市会議長ならびに仁田昌寿市議、また
横浜市水道局土井局長と横浜市建築局坂和局長

新年賀詞交換会

坂和建築局長 仁田市議顧問 建築保全公社
浜野理事長

土井水道局長

佐々木理事長 梶村市議顧問
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より横浜市との連携の強さを強調し、組合の躍
進に期待するお言葉を頂きました。賛助会員30
社の方々の紹介が行われ、（公財）横浜市建築
保全公社 浜野理事長に乾杯を執って頂き開宴
となりました。今回は賛助会員より多数の賞品

を提供して頂き、お楽しみ抽選会を行い、53名
の方に福の神が笑いました。終始歓談は尽きず、
盛況のうちに丸山副理事長の閉会の辞をもって
お開きとなりました。
� 事務局　河原
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〈記念式典祝賀会　総務・財務関係分科会〉
� 責任者　月山　　勇

　新年明けましてお目出と
うございます。
　組合員皆様には健やかに
新年をお迎えの事とお喜び
申し上げます。
　昨年中は、総務委員会事

業に於きまして特に種々福利厚生事業活動等に
ご参加、ご協力を賜り誠に有難うございました。
　本年も組合員皆様が親睦を深められ、気軽に
参加できる場・時を企画してまいります。
　ご理解とお力添の程、宜しくお願い申し上げ
ます。
　さて、80周年記念事業でありますが従前より
石田、丸山両副理事長より御案内も含め、ご承
知おきの事と思いますが、改めて私の担当する
記念式典祝賀会の内容に付いてご報告申し上げ
ます。

①日時：平成29年 2 月11日㈯　建国記念の日㈷
　　　　12時00分～14時30分

②会場：横浜駅西口、横浜ベイシェラトンホテル
　　　　‌�5 F・日輪の間（式典、祝賀会　同一

会場・全参加者着席）
③参加者人数：招待者含め約300名（総枠）

　招待者把握、表彰者選考、記念品選定、アト
ラクション選択等々、まだまだ作業途中模索中
ではありますが、限りある予算で如何に記録に
残すかよりも記憶に残るかを総務・財務分科会
メンバーにより鋭意努力しております。
　佐々木理事長が日頃提唱されております組合
員の為の組合構成又、組合発展の “カギ” を如
何に次世代にスムーズに渡せるかを問われる80
周年の節目であります。
　何はともあれ、300社、全組合員が挙って参
加し祝う事の出来る場にすべきと考えておりま
す。
　組合員主体の式典「組合員全員参加形　記念
式典」であります。
　 1年半前よりのこの事業計画も式典開催まで、
後 1年となりました。組合員皆様のご理解、ご
協力、ご参加の程よろしくお願い申し上げます。

80周年記念事業に向けて
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〈創立80周年記念誌編纂分科会〉
� 責任者　金子　久雄

　平成29年 2 月に組合創立
80周年を迎えるに当たり、
佐々木理事長の発案により
27年 4 月の理事会において
80周年実行委員会の発足を
審議可決し、同年 5月の総

会で80周年記念事業を実施する事が承認されま
した。それを受け第一回創立80周年記念事業実
行委員会が 6月22日に行われ「総務・財務関係
分科会」「管工機材設備総合展分科会」「記念誌
編纂分科会」の 3つの分科会が発足致しました。
　現役の役員でもない私が「記念誌編纂分科会」
の責任者になってよいものか悩みましたが、組
合への最後のご奉公と思いお受けする事と致し
ました。
　当組合の歴史は今から遡る事79年程前の昭和
12年 2 月14日に任意組合として創設され、戦前・
戦後・そして現在まで戦後70年という長い年月
を経て、組合の為に寝食を忘れ活躍された多く
の組合員の尊い汗と努力の賜物であり、筆舌で
は尽くすことの出来ない長い歴史を持ち続けて
現在に至っており、その先人たちの熱い思いを
しっかりと受け止め、私どもは今後の100年に
向けて変革を恐れずに前に進んでいかなければ
なりません。
　一方、安倍内閣が発足しアベノミクスを提唱
し、長らく続いたデフレからの脱却を旗印に「大

胆な金融政策」を実施し円高の是正を始め日経
平均株価も 8千円台から 2万円近く迄上昇し、
国内景気も上向き始め2020年の東京オリンピッ
ク開催も決まり、日本はもう一度成長する事が
出来るのだという気配を感じる事が実感されて
きました。その一方、私共の業界は人手不足が
常態化し、特に若い人材の求職者が圧倒的に少
なくこのままでは「技術の伝承」もままならず
危機感を募らせているのが現状であります。
　今回、管工機材設備総合展では「次世代に未
来を臨む」をテーマに掲げ、実施する予定と伺っ
ております。私共も同じテーマを採用させて頂
き、80周年記念誌を次世代の方々に少しでも夢
と希望を抱いて頂けるよう編集に努めてまいり
たいと考えております。

　前回60年史を発行しておりますので、その後
の20年間の歴史、経済、文化を始め組合活動の
あゆみ、各支部の活動状況、また670社余りの
多くの組合員が現在では310社程まで減少を続
ける中、組織を維持発展させるためには組合に
とって、また組合員にとって何が求められてい
るのか様々な意見を頂ければと願っております。
　発行時期は「80周年記念式典」「管工機材設
備総合展」の実施状況を取材させて頂き、記念
誌に載せた後となりますので皆様のお手元に届
くのは29年の11月頃になると思われます。記念
誌編纂委員全員で、少しでもお役に立つべき記
念誌にすべく努力して参りますので、組合員皆
様のご協力を宜しくお願い致します。
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「第49回横浜市技能功労者」及び
「第47回横浜市優秀技能者」表彰式典

　2015年11月 5 日（木）に「横浜市技能文化会
館」多目的ホールにて標記表彰式典が催されま
した。技能功労者45名、優秀技能者52名に渡辺
功教副市長から表彰状が贈呈された後、同副市
長からの祝辞、梶村市議会議長及び小泉幸雄技
能職団体連絡協議会会長からの来賓祝辞を受け
るとともに厳かに記念撮影会が行われて閉会と
なりました。

　当組合からの受賞者は以下の方々です。
≪技能功労者表彰≫ 1名
　緑　川　　　正　　㈲緑川工業� 〔瀬谷〕
≪優秀技能者表彰≫ 3名
　鈴　木　俊　一　　㈲鈴木商店� 〔青葉〕
　蒲　原　利　之　　㈱シンサナミ� 〔 旭 〕
　小　堀　　　倫　　興和工業㈱� 〔 旭 〕

技能功労者

優秀技能者
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　去る11月 6 日に『平成27年度 横浜市下水道
BCP図上訓練』が開催されました。BCP
（Business Continuity Plan）とは事業継続計画
と訳され、地震や台風などの天災、疫病や事故、
テロなどの非常事態において、企業や組織の事
業を継続あるいは早期復旧出来る様に、事前に
対策を計画する事です。
　今回の下水道BCP図上訓練では、地震と津
波を想定して行い、被害や人的・物資的制約な
ど被災時の状況を具体的に設定されており、訓
練を受けるプレーヤーは事前に内容を知らされ
ず、リアルタイムで状況が付与され、それに対
処していく形で行われました。環境創造局を中
心に国土交通省、横浜市水道局、関連民間団体
など官民多数の組織が参加し、当組合も協定を
結ぶ協力団体として視察致しました。今年は昨
年と比べ、より現実に即した詳細な被害状況と
難しい制約が課されたもののプレーヤーは冷静
にそれを対処していきました。訓練後の評価で
も、今後の課題や問題点を探るなど、非常に積

極的な訓練でした。
　また、上記図上訓練に続き、11月30日には環
境創造局と当組合との災害協定に基づき、災害
用仮設トイレの組立て・設置訓練を行いました。
場所は組合会館から歩いて 5分の横浜市立みな
と総合高校です。
　下水道BCP訓練の一環として、地域防災拠
点のトイレ機能の確保の為、官民合同での運用
訓練を実施する運びとなり、みなと総合高校の
敷地内にある仮設トイレ用マンホールを開け、
そこに下水直結式仮設トイレ（通称：災害用ハ
マッコトイレ）を組み立て・運用する訓練を行
いました。災害用仮設トイレについては、国土
交通省がガイドラインを公表する予定になって
おり、全国のマンホールトイレを大幅に増やす
事になっています。全国的な潮流に一歩先んじ
た、このような訓練を重ねていきながら、環境
創造局との連携をさらに深め、地域住民のお役
に立てればと思います。
� 事務局　河原

横浜市環境創造局との下水道BCP訓練
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　日頃から横浜市水道事業に御理解、御協力い
ただきありがとうございます。
　横浜市では、開港以来の歴史や海外諸都市・
機関等とのネットワーク、これまでの国際協力
の成果などを生かし、自治体外交を力強く展開
して、「世界とともに成長する横浜」の実現を
目指しています。横浜市水道局では、JICAな
どの国際関係機関と連携した取組みを進め、ア
ジア、アフリカ地域などの水事情の課題解決に
貢献しています。
　その中で、平成27年 8 月27日から10月10日に
かけて実施された「JICAラオス国水道公社事
業管理能力向上プロジェクト」に係る本邦研修
において、 9月17、18日にラオスからの研修員
14名を当局で受入れ、「民間事業者との連携」
というテーマのもとに、横浜市管工事協同組合
様に関する講義を行いましたので、御紹介した
いと思います。
（ 1）本邦研修の目的
　「JICAラオス国水道公社事業管理能力向上プ
ロジェクト」は、将来ラオス国の全水道公社が
中長期の事業計画に基づいて、施設の拡張・更
新及び給水の安定化を図れるようになり、持続

可能な水道体制を実現することを目的としてお
り、目標達成に必要な人材を養成する一環とし
て、本邦研修を実施しています。
（ 2）講義について
　講義では、日本の水道システムについて、施
設や制度、指定給水装置工事事業者に関するこ
とを説明しました。
　次に、横浜市管工事協同組合様に関すること
として、横浜市管工事協同組合様と指定給水装
置工事事業者制度の歴史と変遷、また現在の横
浜市水道局との協力関係及び連携、また横浜市
水道局の経験とノウハウなどを説明しました。
　現在の横浜市水道局と横浜市管工事協同組合
様の協力体制としては、災害時における協力、
合同防災訓練の実施、連絡会の実施などを紹介
しました。
　災害発生時の、水道施設への応急措置につい
て協定（横浜市水道施設に係る災害時等の応急
処置の協力に関する協定）や実施細目を定め、
それに基づく応急活動を円滑に推進する体制を
確立する訓練を実施しています。また、連絡会
については、応急給水活動を担当する地域サー
ビスセンター、復旧を担当する給水維持課と横

水道局からのホットニュース
～ラオス本邦研修を実施しました～

ワークショップの様子 横浜市管工事協同組合に関する講義の様子
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　平成17年（2005年）に横浜市水道施設に係る
災害時等の応急処置の協力に関する協定（横浜
市水道施設に係る災害時等の応急処置の協力に
関する協定）を締結し、平成26年（2014年）に
この協定の実施細目を定めております。
　この協定は、地震・風水害その他による災害
が横浜市内に発生し、または発生する恐れがあ
る場合において、水道局が横浜市管工事協同組
合様に協力要請して実施する水道施設の応急処
置に関して定めたものです。実施細目の主な内
容として、（ⅰ）地域防災拠点への運搬給水・
緊急給水栓からの応急給水等の応急給水活動の
具体的な内容、（ⅱ）給水管・口径50mm以下

配水管の修理等の復旧活動の具体的な内容、
（ⅲ）書式・連絡方法等の応援要請および活動
報告の方法、（ⅳ）年一回の車両の確認および
災害発生時の手続き等の緊急車両の取扱い、
（ⅴ）年一回以上の応急給水、復旧活動に必要
な事項の相互確認などの情報共有が含まれてい
ます。
　協定及び実施細目に基づく応急活動を円滑に
推進する体制を確立するために、横浜市管工事
協同組合様と水道局で合同防災訓練を実施して
います。訓練内容としては、応急復旧や給水訓
練を実施しています。
� 横浜市水道局　保全課

横浜市水道施設に係る災害時等の
応急処置の協力に関する協定を締結しています

コラム

浜市管工事協同組合様が日頃から連携するため
に行われています。

　ラオス国では現在、水道事業体が自立的に発
展していくために、制度の確立や組織、現場で
のレベルアップが必要である状況であり、横浜
市水道局が横浜市管工事協同組合様とどのよう
に関わりあいながら水道事業を発展させてきた
のかということについて大変興味がある様子で
した。
　講義後の質疑の時間においては、日本とラオ

ス国の水道事業体の組織体制が似ているという
こともあり、現在の日本における、水道事業体
と国及び管工事協同組合様を含む指定給水装置
工事事業者の役割に関する質問や、給水装置工
事の施工に関する質問も多く出ました。

　組合員の皆さまにおかれましては、今後も横
浜市の水道供給パートナーとして安全・安心で
おいしい水の供給に御協力くださるようお願い
申し上げます。
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新潟市管工事業協同組合より来組
　平成27年11月27日（金）新潟市管工事業協同
組合の厚生・企画委員会役員 5名、職員 2名が
当組合に初めて視察に参りました。
　当組合会館 3階会議室に於いて午後 1時30分
より月山委員長の歓迎の挨拶と新潟市管工事業
協同組合の厚生・企画委員会の佐藤担当理事よ

り謝辞の後、さっそく福利厚生事業の実施と双
方の組合事業全般について活発な質疑応答や情
報交換がなされ、あっという間に時間が過ぎ午
後 3時頃に横浜市管工事協同組合を後にしまし
た。
� 事務局　井口

新潟市管工事業協同組合　視察・研修参加者（ 7 名）
役職 氏　名 事業所名

1 担当理事 佐藤　信久 ㈱千代田設備
2 委員長 藤﨑　　睦 ㈲藤﨑設備商会
3 委員 舩岡　純一 ㈱新潟企業
4 委員 西脇　和也 新潟企業㈱
5 委員 渋木　　茂 ㈱西脇組
6 事務局 外山　範子 新潟市管工事業協同組合
7 事務局 臼井　玲子 新潟市管工事業協同組合

横浜市管工事協同組合　組合対応者（ 5 名）
役職 氏　名 事業所名

1 総務委員長 月山　　勇 ㈱京浜設備工業所
2 総務副委員長 髙橋　眞二 ㈲スイ・スイ
3 総務委員 雪野　　哲 ㈲ゆきの
4 専務理事 永井　康敏 横浜市管工事協同組合
5 事務局 井口　秀一 横浜市管工事協同組合
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青年部 活動報告
平成27年11月27日（金）

横浜市管工事青年部会　

北部第一水再生センター見学会、忘年会
　日頃より各施設への見学会へ参加しておりま
すが、今回は、横浜市鶴見区にあります北部第
一水再生センターに行ってまいりました。平成
27年11月27日（金曜日）15時から11人が参加し
ました。
　まず施設長の山村様より当施設の説明が有り、
続きまして北島様より水再生の仕組を映像にて
説明が有り沢山の微生物によって汚水が再生さ
れている工程を学びました。そして休憩の後、
現場にて伊藤様より実際に再生されている工程
を説明して頂きました。映像で見るのと、実際
に見るのとでは違い、日頃我々も工事では排水

工事を施工してはおりますが、実際に流した後
にどの様な工程を経て、汚水が再生されている
のかの工程を勉強する事が出来ました。質疑応
答の時にも青年部らしく、質疑が飛び交いまし
た。
　北部水再生センターを後にして、横浜に移動
し、18時より忘年会が始まりました。
　忘年会よりの参加が 5名有り、16人で始まり
ました。最初に村山会長より挨拶、乾杯で始ま
りました。忘年会の間にも本日の内容について
の事や、次回の勉強会等についての話が飛び交
い、あっという間に時間は過ぎました。此れか
らも青年部としましては、色々なボランティア、
勉強会等をして行きたいと考えております。
� 青年部　副部長　大德　稔
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磯子支部

夏の家族交流会と 
冬の忘年会旅行について

　夏の話になりますが、磯子支部では、毎年レ
ストランで食事会があります。家族交流会とい
うタイトルを付けています。各社の伴侶を伴っ
て食事をするという企画ですが、その意味は、
普段から会社のために影から支えてもらってい
る奥方に、普段では味わえないちょっと贅沢を
してもらおうという、まことに深い、接待の場
であります。今回もみなとみらいにある「ヨコ
ハマ　グランド　インターコンチネンタル　ホ
テル」に集まりました。今年は 3 Fにある宴会
場「エーゲ」。8月29日、土曜日の18時からスター
トです。メニューはフレンチでした。
　当社はこんな豪華な料理はめったに食べられ
ないので、わが女房も目じりが下がって、いつ
もより声のトーンも上がって、心なしかやさし
く話しかけているような。私のカブがあがった
かな？？
　たった 2 時間の食事会でこれまでの苦労を
チャラにしようなどとは思ってはいませんが、
でも少しは奥方に報いたのではないでしょうか。
奥さま、これからもそばにいて私たちを支えて
くださいね！
　さて、食事会イベントが終われば、年末の旅
行が待ってます。

　年末といっても、12月に入ってしまうと各社
はやはり忙しくなるので、そのちょっと前に騒
いでしまおうというのが近年の恒例になってい
ます。今年も11月28日という忘年会シーズンに
少しはずれた日取りになりました。場所は箱根
湯本にあるホテル「河鹿荘」。駅から近い上に
風呂も充実していて、大浴場からは箱根の山々
が見渡せます。紅葉シーズンではありましたが、
今年はあまり色づいてなかったのが残念です。
今回も現地集合現地解散になりました。各社そ
れぞれで、早めに着いて温泉を堪能したり、近
場を散策したりと、秋の箱根を楽しんだそうで
す。
　支部会は18時から始まりました。理事会の報
告などをして18時半ごろ宴会場に移動になりま
す。
　会場は広々としていて、支部員10名ほどでは
もったいないような。でも、食事もおいしかっ
たし、ゆっくり取ってもらった時間を心行くま
で楽しみました。その後はカラオケルームに移
動して、こちらでもみなさん自慢ののどを思う
存分披露してくださいました。
　翌日は日曜日になるので、朝食の後、自由に
解散となります。朝風呂を満喫してチェックア
ウト。
　これで来年に向けて仕事ががんばれます。来
年はもうちょっと余裕ができますように。
　身体を壊さず、元気に働けますように。お客
様に喜んでもらえるような仕事ができますよう
に。
　女房に怒られませんように。
　そしてま
たみんなで
楽しく集ま
れますよう
に…。

� 磯子支部　編集委員　石田

支部だより
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青葉支部

バーベキュー大会
　平成27年10月 4 日（日曜日）午前10より緑区
長津田町みなみの台にあります横浜市玄海田公
園内のバーベキュー施設にて開催しました。当
日は、前日より温度も高く、本当に10月なのと
勘違いする様な気候でした。（日頃より青葉支
部員の行いが良いのか？）大人29人小学生 8人、
幼児 1人の参加者で始まりました。
　参加者皆さんがバーベキューで肉、野菜を焼
いて食事をして時間が経ちますと子供主役の懇
親会が始まり、山崎理事を筆頭にスイカ割り、
チャンスボックス等のゲームが始まると長い行
列ができるほど喜ばれました。勿論スイカ割に
使用しましたスイカも支部員に食べて頂きまし
た。楽しんでいる時の時間が過ぎるのは早いも
ので午後 1時には終了で、大德支部長による閉
会の挨拶で終わりました。大人、子供にも楽し
んで頂けたバーベキュー大会でした。
� 青葉支部　支部長　大德　稔
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青葉支部

定例支部会・忘年会
　平成27年も師走の時期となりました。通常は、
青葉支部会は青葉公会堂の会議室を借りて支部
会を行いますが、現在青葉公会堂は外壁改修工
事をしておりますので使用できなく忘年会を兼
ねて支部会を行う事になりなした。普段以上に
活発な意見が出る事と皆さんの意見で決まりま
した。
　当日、平成27年12月12日は、今年も数少ない
日程で参加者は、数人でした。大德支部長の挨
拶で始まり、今年度の総括、バーベキュー大会、

青葉区民まつり2015等の話が有りました。続き
まして、山崎理事より理事会の報告がありまし
た。加藤幹事長より　支部員お待ちかねの新年
会等の予定の報告がありました。続きまして、
お待ちかねの忘年会ですが、少ない人数でした
が、今回は若い方が参加して頂きこれからの青
葉支部の運営や講習会等の意見が活発にでまし
た。若い方々の意見は、本当にこれから青葉支
部として何をして行けば良いのかを教えて頂け
る思いでした。乾杯の挨拶は、加藤幹事長に、
締めの挨拶は、我が青葉支部の顔であります山
崎理事にして頂きました。
� 青葉支部　支部長　大德　稔
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泉支部

【納涼会】
　泉支部恒例の納涼会が夏休みの 8月23日（日）
に青年部主催で行われました。
　子供、幼児合わせ総勢38名で、丹沢湖の玄倉
キャンプ場に向け午前 8時30分に出発しました。
車中では男性は飲むのが楽しみ、女性と子供が
お菓子を食べるのが楽しいようで、ワイワイガ
ヤガヤ楽しい雰囲気の中、玄倉キャンプ場に午
前10時30分頃到着しました。
　到着と同時に皆で早速バーベキューの準備。
青年部を中心に女性の方が手際よく準備を整え、
バーベキューは始まりました。玄倉キャンプ場

には魚のつかみ取り用の池があり、親子連れの
方々はそこで魚のつかみ取りと水遊び、大人の
方々はバーベキューもさることながら、やはり
アルコールの方が得意のようですね。昼間のお
酒は余計に酔いますが、寝そべってゆっくりと
昼寝もできるので安心です。
　当日は曇りだったのですが、夏休み最終盤の
日曜日とあって大変混雑でした。
　帰りのバスの中はとても静かでした。何故か
というと、皆さんとても楽しかったのでしょう。
はしゃぎ過ぎてお疲れの様子でスヤスヤと眠っ
ていたからです。
　午後17時頃到着、皆さん笑顔で帰られました。
� 泉支部　編集委員　菅原捷三
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鶴見・神奈川支部

近代日本の夜明けの地で 
バーベキューを！

　鶴見・神奈川両支部の合同での家族を交えて
のバーベキューパーティを行いました。夏休み
も終了目前の 8月29日㈯PM 6 時より、横浜の
外人墓地前に佇む歴史ある洋館「山手十番館」
の緑豊かな庭園で行われました。
　私も中区山手周辺は、車でたびたび通るだけ
で、車窓より元町商店街、港の見える丘公園、
外人墓地、山手教会…を見るだけでしたが、今
日はアルコールが入るので電車で参加。みなと
みらい線「元町・中華街」よりあのだらだら坂
を歩くのは大変苦痛なので、タクシーで行くつ
もりでしたが、なんと！駅ホームよりエスカレー
ター・エレベーターを利用して「アメリカ山公
園」まで上ることができたのです。
　そこから 5分程で目的地へ。途中、日本で初
めてビールを醸造したウィリアム・コープラン
や多くの外国人が眠る外人墓地、フランス式の
土積の現況の様子を見たりして、横浜の地で生
まれ70年になりますが、こんなにゆっくりとこ
の地を訪れたのは初めて…「横浜はいいなぁ～」
とあらためて思いました。（ロマン溢れる横浜�）
　会場に到着し、心配した雨も止み、暑くもな
くさわやかな雰囲気の中、神奈川支部辻岡支部
長の挨拶、そして鶴見支部綿貫支部長のカンパ

イ、日本のビール発祥の地山手で飲むビールは
最高です！
　そして料理の出番です。トマトと胡瓜のチリ

マリネ・有機
人参とナッツ
の ラ ペ・ ス
ティックガー
リックトース
ト・自家製と
りハム＆ピク

ルス・卵とベーコンのパスタサラダ…神奈川の
ブランド豚湘南ポーク・大山とりもも肉・イベ
リコベーコン…お肉が来る前にお腹が満腹とさ
さやいているが、肉が来たら仕切りなおし、本
命の肉を焼き、脂があるせいか、もくもくと煙
が…肉が燃えだした！消火器を持って来よう
か？との叫びもちょっとオーバー！でした。
　オーダーした料理を全部たいらげ、追加料理
を注文される方も…今度はカレーライス、チャー
ハン、苺かき氷！の声があちらこちらから聞こ
えてきました。
　みなさんの腹の中はどうなっているのか心配
でした。
　楽しいひと時を過ごし両支部の親睦も更に深
め、雪野理事の中締めでおひらきとなりました。
　企画された方のご苦労に感謝いたします。大
変ありがとうございました。
� 鶴見支部　S.W
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金沢支部

第41回金沢まつりいきいきフェスタ
　10月17日（土）海の公園で毎年開催されてい
る金沢区民祭「いきいきフェスタ」に金沢支部
として参加しました。当日の午前 8時30分に現
地集合。毎年恒例の輪投げゲーム、ヨーヨー釣
りなどの準備に今回参加の 6社10名でヨーヨー、
ヨーヨーの紙縒り（こより）、水槽、輪投げな
どの準備をしましたが、当日の天気は曇り時々
雨の予報でした。毎年10時前にお客様が訪れる
ことが多いので開店に向けて各自慣れた手つき
で、準備をしましたが、天気予報のせいか人の
出が遅く、少なく感じました。
　しかし子供によるマーチングバンドのパレー
ドが始まるとともに、少しずつ日が射すように
なり、それとともに人の出が増えヨーヨー釣り、
輪投げに子供たちが訪れるようになり、子供の
笑顔やはしゃぐ声でにぎやかになってきました。
同じく毎年出店している、横浜市水道局南部第
一給水課、磯子、金沢地域サービスセンターで
のスーパーボウルすくい、缶バッチ制作をして
いるブースも多くの人が訪れていました。昼食
の時間になっても、各支部員交代で食事をとる

状態です。
午後 2時に
は、ゲーム
の景品のお
菓子の詰め
合わせも無
くなり、協
賛していただいたメーカーのノベルティーグッ
ズも無くなるとともに支部員、お客様との楽し
い時間も終了となりました。
　今回は金沢支部も支部員減少で人員不足の為、
支部員の所在地を挟んだクリヤファイルの配布
は行いませんでしたが、訪れるお客様の中には
名簿が欲しいと尋ねられる事も多かった為、次
回の課題となりました。今回87団体が出展、管
工事組合金沢支部も来年には組合活動をもう少
しPRできるように工夫をしていきたいと思い
ました。
　輪投げ、ヨーヨー釣りはお気持ちの募金をし
て頂く事で参加いていただき募金総額は
￥13，326となり、社会福祉法人、金沢社会福祉
協議会に後日寄付いたしました。
� 金沢支部　編集委員　飯田
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　恒例の船釣り大会も今年で第 5回目です。10
月 3 日（土）、金沢漁港「木川丸」において、
参加者14名で楽しみながら競うことになりまし
た。午前 7時20分頃、東京湾に出港、台風22号
の影響もなく穏やかな状況下でポイントまで約
20分で到着、船頭の声で一斉に仕掛けが投入さ
れ、皆さんの真剣さが伺えました。
　今回の参加者で船釣りが初めての方が 3名い
ましたが、出港前の船頭の説明（釣方）がよかっ
たのか、形のいいイシモチを釣り上げていまし
た。ただ台風22号の影響で横須賀港にアメリカ
海軍の新しい原子力空母「ロナルド・レーガン」
が予定日より早く入港した影響で警備が厳重の
為、思ったポイントに行けず、なかなか釣果に

繋がらず午前中は苦しい展開でした。
　しかしながら、船頭が潮の流れの速い場所に
変え仕切直したところ、魚の方は豆アジになっ
てしまいましたが、釣果の数が増えて船も活気
づいてきました。　　
　その後午後 3時30頃船宿に戻り、温かい味噌
汁を頂きながら、月山総務委員長の挨拶後に評
価・順位発表をして、参加者全員で記念撮影し
和やかに閉幕となりました。
　最後に金沢漁港「木川丸」からお土産まで頂
くとともに、今回も賛助会員の神奈川管材㈱さ
ん、渡邊パイプ㈱さんから賞品提供を頂きまし
た。本当にありがとうございました。
� 事務局　井口

第 5回船釣り大会
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数釣り賞
順位 名　前 釣り数（アジ）
1 石　田　　　隆 45
2 鳥　羽　泰　裕 30
3 後　藤　　　卓 25
4 川　口　智　一 23
5 堀　口　義　明 17
6 後　藤　賢次郎 16

大物賞（アジ）
順位 名　前
1 後　藤　　　卓

大物賞（イシモチ）
順位 名　前
1 川　崎　孝　志

大物賞（サバ）
順位 名　前
1 河　野　正　敏
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　支部対抗ゴルフ大会が10月23日㈮「キング
フィールズゴルフクラブ」において、参加者72
名で競われました。
　月山総務委員長の挨拶後、快晴の秋空の下、
午前 8時30分にOUT・IN同時スタートしました。
コースはやや距離も長く、起伏あり、バンカー、
池などハザードが随所に効いており、名門と言
われるように、見た目は美しく整備されたコー
スではありましたが、天候の責にはできなく難
しいとの声が多々聞かれました。
　午後 3時45分全員がホールアウト、引き続き
パーティ会場で成績発表となりました。団体優

勝は旭支部、個人優勝は長瀬優二氏〔長瀬管工
事㈲〕となり、理事長杯を手にしました。なお、
今回の大会開催にあたり、次の各社より数々の
ご協賛いただきました。厚く御礼申し上げます。

　㈱日邦バルブ・渡辺パイプ㈱・㈱サステム・
神奈川管材㈱・㈱横滝・前澤給装工業㈱・㈱シ
ンコー・㈱清水合金製作所・㈱キッツ・㈱カク
ダイ・東横システム㈱

順位は次のとおり。

支部対抗ゴルフ大会

順位 支　部 氏　名 氏　名 氏　名 氏　名
1 旭 内田　博史 渡辺　昌男 篠崎　郁夫 小堀　　段
2 保土ヶ谷 將田　光漢 河原　芳人 吉田　晴一 菅原　幸夫
3 緑 幸脇　和彦 髙橋　眞二 拓植野　優 三星　八江

ニアピン賞�
ホール 氏　名 社　　名 ホール 氏　名 社　名
3 丸山　晴雄 ㈱丸伸工業所 16 將田　光漢 ㈲ショウ設備工業
3 雪野　　哲 ㈲ゆきの 16 鈴木　新次郎 ㈲新設備
11 平尾　雄次 ㈲菅原設備管工舎 5 將田　光漢 ㈲ショウ設備工業
11 小堀　　段 興和工業㈱ 5 柘植野　優 ㈲本郷水道設備

ドラゴン賞�
ホール 氏　名 社　　名 ホール 氏　名 社　名
6 髙橋　眞二 ㈲スイスイ 17 長瀬　優二 長瀬管工事㈲
6 内海　恵介 三光興産㈱ 17 幸脇　和彦 ㈱久保田建設

個人賞�
順位 氏　名 社　名 OUT IN グロス HDCP NET
1 長瀬　優二 長瀬管工事㈲ 46 38 84 14.4 69.6
2 將田　光漢 ㈲ショウ設備工業 42 44 86 15.6 70.4
3 新崎　裕幸 新崎住設㈱ 52 50 102 31.2 70.8

ベスグロ賞�
氏　名 社　　名 グロス

幸脇　和彦 ㈱久保田建設 83

№ 469 浜 管 た よ り 平成28年 1 月 １ 日

－ 25 －



� 事務局　井口
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工場夜景クルージング・ディナービュッフェ
　12月12日に福利厚生事業の一環として工場夜
景クルージングとディナービュッフェを行いま
した。昨年、好評を頂きました横浜クルージン
グに続き、今年は京浜運河の工場夜景を巡るク
ルージングと横浜ベイホテル東急のカフェトス
カでのディナービュッフェの二本立てで開催致
しました。
　参加申込も早い段階で定員の100名を超え、
急遽、定員を増やしました。当日は123名の方
がご参加されました。
　定刻丁度に、パシフィコ横浜裏手のぷかり桟
橋から出航し、京浜運河を川崎方面へ進んでい
きました。始めに月山総務委員長より挨拶があ
り、続けて当日欠席された佐々木理事長の挨拶
を石田副理事長が代読され乾杯の音頭を執られ
ました。皆様、家族や会社の方、支部の方々と
和気藹々と歓談のひと時を過ごされました。今
回、アトラクションとしてジャグリングからマ
ジック、バルーンアートとバラエティーに富ん
だ芸を持つプロエンターテイナーのエリック・

バーグ氏をお呼びしました。バルーンアートで
は子供たちの心を鷲掴みにし、おどけた芸風で
笑いを誘いながら妙技をしっかり決めるその姿
に拍手喝采でした。アトラクションで盛り上がっ
た後は、夜の浜風に吹かれながら工場夜景を眺
めました。そして今回のくじ引き大抽選会は、
総務委員の粋な計らいから、12月12日、当日に
因む12番の当日賞、最高齢でご参加頂いた方へ
の長寿と健康を祝した最高齢賞、これからを担
う18歳の方へ18歳賞が贈られました。抽選のほ
うも高橋総務副委員長と雪野総務委員により進
められ、計40名の方へ少し早いクリスマスプレ
ゼントが振る舞われました。月山総務委員長の
謝辞と丸山副理事長の締めの挨拶でクルージン
グはお開きになりました。
　ぷかり桟橋へ帰港した後、横浜ベイホテル東
急のカフェトスカへ移動し、それぞれ思い思い
にご馳走を盛り合わせ、ディナーブッフェを楽
しみました。
� 事務局　河原
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あなたのお店紹介シリーズ －163－

　　株式会社　奥村商会
　　代表取締役　奥村　繁
　　横浜市西区平沼 2 - 6 - 8

　今回ご紹介するのは、明治創業以来100年以
上の歴史がある奥村商会さんです。
　明治41年に横浜燃料株式会社を設立し、横浜
市瓦斯局製産のコークスの普及販売から始まり
ました。
　昭和27年に潤滑油等石油製品の販売を開始、
昭和35年には一般家庭向けプロパンガスの供給
を開始されました。
　昭和39年に山下町にオートガススタンドを開
設、さらに昭和43年、東京ガスのサービス店を
開設するなど、歴史と共に仕事の幅を広げてこ
られました。

　取材時は交代の社員旅行で沖縄と北海道に行
かれていました。
　従業員80名以上いるので賑やかだと思います。

　西区の組合員もガス工事は奥村商会さんに助
けられています。
　ガス、電気の自由化に伴い、今後の方向の選
択肢が面白くなりそうです。

　取材協力して頂いた越川さん、ご多忙にもか
かわらず、急な取材に応じて頂いてありがとう
ございました。
　永い歴史を歩んでこられた貴社の、益々の発
展を祈念致します。
� 西支部　編集委員　小関
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1 ．理　事　会
佐々木理事長以下21名

平成27年 9 月17日㈭　15時～
　①‌�「共同受注工事に係る事故等の措置規程」
に基づく措置の件

　②共同受注工事配分の件
平成27年10月22日㈭　15時～
　①組合への加入承認の件
　②共同受注工事配分の件
平成27年11月26日㈭　15時～
　①80周年記念事業の件
　②共同受注工事配分の件
平成27年12月17日㈭　15時～
　①第67回通常総会の件
　②第34期役員定数の件

2 ．委員会等
▼総務委員会
石田副理事長、月山委員長、雪野副委員長、
髙橋（眞）委員、永井専務理事、井口事務局
長

平成27年 9 月 9 日㈬　15時～
　①組合員の福利厚生について
　②組合会館長期修繕計画の策定について
平成27年10月13日㈫　15時～
　①組合員の福利厚生について
　②新年賀詞交換会について
平成27年11月10日㈫　13時30分～
　①支部活動補助金の支出について
　②組合ホームページの見直しについて
平成27年12月 8 日㈫　15時～
　①第67回役員定数について
　②新規加入者について

▼財務委員会
丸山副理事長、鈴木委員長、木村副委員長、
金子委員、永井専務理事、井口事務局長

平成27年10月16日㈮　15時～
　①平成27年度仮決算について
　②金銭出納の確認について
平成27年11月17日㈫　14時～
　①平成27年度仮決算について

▼事業委員会
丸山副理事長、宮本委員長、石田（朗）副委
員長、小松委員、永井専務理事、井口事務局
長

平成27年10月 7 日㈬　15時～
　①路面復旧の現状について
　②水道局との合同防災訓練について
平成27年12月25日㈮　10時30分～
　①水道局との合同防災訓練について
　②局とのパートナーシップについて

▼資材委員会
石田副理事長、山﨑委員長、横田副委員長、
佐々木（井）委員、永井専務理事、井口事務
局長

平成27年 9 月11日㈮　15時～
　①‌�資材の共同購買に関するアンケートにつ
いて

　②資材売上報告
平成27年11月25日㈬　15時～
　①資材売り上げについて
　②漏水探知器講習会について

▼共同受注委員会
石田副理事長、高橋（光）委員長、小堀副委
員長、大橋委員、永井専務理事、井口事務局
長

会　議
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平成27年 9 月 8 日㈫　15時～
　①安全パトロール報告書について
　②共同受注事業の状況について
平成27年10月15日㈭　15時～
　①共同受注事業の状況について
　②新規緊急工事配分について
平成27年11月18日㈬　15時～
　①共同受注事業の状況について
　②給排水修繕紹介について

▼共同受注検査委員会
平澤委員長、小松副委員長、雪野委員、永井
専務理事、井口事務局長

平成27年 9 月 8 日㈫　15時～
　①安全パトロール報告書について
　②共同受注事業の状況について
平成27年11月18日㈬　15時～
　①共同受注事業の状況について
　②安全大会について

▼機関誌編集者会議
丸山副理事長、永井専務理事、総務委員、18
支部編集者

平成27年11月10日㈫　15時～
　①機関誌編集者会議の出欠について
　②第469号浜管たより編集について

▼創立80周年記念事業実行委員会
　［総務・財務関係分科会］
石田（隆）、丸山、月山、雪野、髙橋（眞）、
髙橋（光）、小堀、綿貫、辻岡、内田、難波、
大德、村山、小野

平成27年 9 月 9 日㈪　16時～
　①式典・パーティー会場の確認について
　②今後の進め方の確認について

　［記念誌編纂分科会］
金子（久）、石田（隆）、望月、平澤、金子（繁）、
石田（朗）、横田、田中、高橋（一）、緑川

平成27年 9 月29日㈫　15時～
　①記載内容や役割分担について
　②‌�記念誌作成に当たり専門業者（印刷業者）
依頼について

　［管工機材設備総合展分科会］
丸山、鈴木、森部、宮本、山崎、佐々木（井）、
大橋、小松、木村、森、河原、竹前、青年部

平成27年 9 月 1 日㈫　15時～
　①開催日と開催期間の決定について
平成27年10月 1 日㈭　15時30分～
　①‌�ポスター・名刺等の一貫デザイン及びロ
ゴマークについて

平成27年10月22日㈭　13時30分～
　①設備博分科会幹事会
平成27年12月15日㈫　15時～
　①今後のスケジュール確認

▼神奈川県管工事協同組合連合会
佐々木理事長、石田、丸山副理事長、金子（繁）
理事、永井専務理事、井口事務局長

平成27年10月28日㈬　15時～
　①中間決算報告
　②全管連第32回理事会報告
　③‌�技術研修会「タンクセイバー・波平さん」
及び「横須賀軍港巡り」

3 ．その他関連団体等会議
▼神奈川県中小企業団体中央会理事会
10月 9 日㈮　11時～
　キャメロットジャパン
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▼全国管工事業協同組合連合会
8 月20日㈭　13時～
　品川プリンス
12月14日㈪　14時～
　埼玉県管工事会館

▼‌�技能五輪全国大会神奈川県選手参加促進連絡会
15時～
　神奈川県庁舎

▼消防設備安全協会表彰選考委員会
9 月15日㈫　14時～

　シルクセンター
12月 9 日㈬　10時30分～
　シルクセンター

▼横浜市技能功労者及び優秀技能者表彰式典
11月 5 日㈭　10時30分～
　技能文化会館

▼神奈川県給水装置工事配管技能検定会
12月 5 日㈯　 8時30分～
　県水会館
� 事務局　土肥
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　ウィスキーの角瓶のラベルにSINCE1937年
とありますが、まさにこの年、我々の組合が立
上りました。
　時間は動揺もなく平然と刻々と刻むものと
思っていましたが、どうやらそうではないらし
い。
　『元旦や　今年も来るぞ　大晦日』

　 7 歳の子供にとって 1 年は 1 / 7 ですが、60
歳の者には 1 /60です。
　 1年が早く終わってしまうのは仕方がない。
　組合80周年を迎えるまでにあと 1年です。
　総務・財務分科会、記念誌編纂分科会、記念
事業（機材商展）、それぞれ頑張っております。
　皆様のご協力をくれぐれもよろしくお願い致
します。
� 鶴見支部　編集委員　雪野　哲
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＊組合員

　・株式会社　ソナーズ 代表者　遠藤　吉博 港南区下永谷 3－ 8－12

　・有限会社　中設備工業所 代表者　中川　浩康 鶴見区生麦 4－25－38

　・株式会社　日建 代表者　伊藤　雅文 中区住吉町 6－66

　・有限会社　皆川興業 代表者　皆川五百城 保土ヶ谷区常盤台61－55
� 皆川興業ビル 2階

　・株式会社　コウセイ 代表者　國光　伸之 戸塚区上倉田町1577－ 2

　・タザワ設備 代表者　田沢　和宏 戸塚区深谷町892－ 8

＊賛助会員

　・有限会社　新生工具店 横浜市金沢区富岡東 2－ 3－12

　・墨東化成工業　株式会社 東京都墨田区千歳 1－ 8－14

組合員および賛助会員の新規加入状況
（平成27年10月～12月）
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本社 〒251-0875 神奈川県藤沢市本藤沢 7-3-17 

TEL（0466）83-0015 FAX（0466）80-3751
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取扱保険種目
ガン保険・医療保険・事業保険
火災保険・自動車保険 ほか

◇保険を見直したい！
◇会社の補償は大丈夫？
◇病気のことも心配！

http://www.vision-com.net有限会社ビジョン

取扱代理店

株式会社 ワイコム
横浜中央支店

ＴＥＬ ＴＥＬ
ＦＡＸ ＦＡＸ
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